
製品名: pS2 ウサギポリクローナル抗体
カタログ番号: APRab16574
研究使用のみ

概要

説明 ウサギポリクローナル抗体

宿主 うさぎ

応用 IHC,ICC/IF,ELISA

反応性 ヒト、ラット、マウス

標識 非共役

修飾 未修正

アイソタイプ IgG

クローン性 ポリクローナル

形態 液体

濃度 1mg/ml

保存
アリコートし、-20℃で保存してください（12 ヶ月有効）。凍結/融解サイクルを避けてくださ

い。

輸送 氷袋

バッファー 50% グリセロール、0.5% 保護タンパク質、0.02% 新タイプ防腐剤 N を含む PBS 液。

精製 アフィニティー精製

応用

希釈倍率 IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

分子量

抗原情報

遺伝子名 TFF1

別名
Trefoil  factor  1  (Breast  cancer  estrogen-inducible  protein;PNR-2;Polypeptide 

P1.A;hP1.A;Protein pS2)

遺伝子 ID 7031.0

SwissProt ID P04155

免疫原 AA 範囲：10-50 のヒトタンパク質からの合成ペプチド

背景
トレフォイルファミリーのメンバーは、3 つの保存されたジスルフィド結合を含む 40 アミノ酸ドメインであるトレフォイルモチーフ
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を少なくとも 1 コピー持つことを特徴としています。これらは胃腸粘膜で発現する安定した分泌タンパク質です。その機能は解明さ

れていませんが、粘膜を損傷から保護し、粘液層を安定化させ、上皮の治癒に影響を与える可能性があります。胃粘膜で発現するこ

の遺伝子は、ヒト腫瘍における発現も研究されています。この遺伝子と他の 2 つの関連するトレフォイルファミリーメンバー遺伝子

は、21 番染色体上のクラスターに存在します。[RefSeq 提供、2008 年 7 月],疾患:乳がん（50%）、膵臓がん（70～75%）、胃がん

（50～55%）、大腸がん（58%）など、多くのがん腫で発現しています。,機能:消化管粘膜を覆う粘液ゲルの安定剤であり、さまざま

な有害物質に対する物理的なバリアとして機能します。尿中のシュウ酸カルシウム結晶の成長を阻害する可能性があります。 ,類似

性:1 つの P 型（トレフォイル）ドメインを含みます。,サブユニット:GKN2 とのヘテロ二量体で、ジスルフィド結合しています。,組織

特異性:胃に存在し、特に上部胃粘膜細胞に最も多く存在します（タンパク質レベル）。小腸、大腸、直腸の杯細胞、食道の小さな粘

膜下腺、舌下腺の粘膜腺房、気管の粘膜下腺、および膵外分泌管の内層上皮細胞で検出されるが、膵臓の残りの部分では検出されな

い（タンパク質レベル）。胆嚢上皮細胞および膣粘膜下腺では散発的に発現が検出され、呼吸器系の偽重層上皮の気管支杯細胞では

弱い発現が観察される（タンパク質レベル）。尿中で検出される（タンパク質レベル）。乳癌では強く発現するが、正常乳腺組織で

は低レベルである。MCF-7細胞ではエストロゲンによって制御される。正常な胃粘膜および消化管の潰瘍性病変周囲の再生組織では

強い発現が認められますが、胃癌では低い発現が認められます（タンパク質レベル）。

研究分野
シグナル伝達；シグナル伝達経路；核シグナル伝達；核ホルモン受容体；エストロゲン

画像データ
パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は 1:200 に希釈された

パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は 1:200 に希釈された
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パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析、抗体は 1:200 に希釈された

パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析、抗体は 1:200 に希釈された

パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を 1:200 に希釈（4°、一晩）。2、
高圧高温 EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を 1:200 に希釈（室
温、30 分）。

パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を 1:200 に希釈（4°、一晩）。2、
高圧高温 EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を 1:200 に希釈（室
温、30 分）。

パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を 1:200 に希釈（4°、一晩）。2、
高圧高温 EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を 1:200 に希釈（室
温、30 分）。
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